
第
百
三
十
九

条
第
四
号

執
行
役
、監
査
役
、

代
表
取
締
役
、
代

表
執
行
役
若
ク
ハ

清
算
人
又
ハ
有
限

会
社
ノ
取
締
役
、

監
査
役
若
ク
ハ

監
査
役
又
ハ

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
一
条
、
第
二
条
関
係
）

金

額

月

数

一
、
〇
一
〇
円

一
月

二
、
〇
三
〇
円

二
月

三
、
〇
六
〇
円

三
月

四
、
一
一
〇
円

四
月

五
、
一
六
〇
円

五
月

六
、
二
三
〇
円

六
月

七
、
三
一
〇
円

七
月

八
、
四
一
〇
円

八
月

九
、
五
二
〇
円

九
月

一
〇
、
六
四
〇
円

一
〇
月

一
一
、
七
八
〇
円

一
一
月

一
二
、
八
九
〇
円

一
二
月

一
三
、
九
六
〇
円

一
三
月

一
五
、
〇
四
〇
円

一
四
月

一
六
、
一
三
〇
円

一
五
月

一
七
、
二
二
〇
円

一
六
月

一
八
、
三
二
〇
円

一
七
月

一
九
、
四
二
〇
円

一
八
月

二
〇
、
五
三
〇
円

一
九
月

二
一
、
六
五
〇
円

二
〇
月

二
二
、
七
六
〇
円

二
一
月

二
三
、
八
九
〇
円

二
二
月

二
五
、
〇
二
〇
円

二
三
月

平成˜�年˜—月™—日 水曜日 第š œŸ号官 報

（
中
間
法
人
法
第
百
五
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
非
訟
事

件
手
続
法
の
規
定
の
技
術
的
読
替
え
に
関
す
る
政
令
の

一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

中
間
法
人
法
第
百
五
十
二
条
の
規
定
に
よ

る
非
訟
事
件
手
続
法
の
規
定
の
技
術
的
読
替
え
に
関
す

る
政
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
第
百
二
十
六
条
第
一
項
の
項
中
「
第
二
百

二
十
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
二
百
二
十
四
条
ノ
五

第
一
項
」
を
加
え
、
同
表
第
百
三
十
九
条
第
四
号
の
項

中
「
株
式
会
社
ノ
取
締
役
」
の
下
に
「
、
執
行
役
」を
、

「
代
表
取
締
役
」
の
下
に
「
、
代
表
執
行
役
」
を
加
え

る
。

（
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改

正
）

第
三
十
二
条

社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第

百
九
十
七
条
第
一
項
（
同
法
第
二
百
九
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ

る
配
当
の
公
告

第
五
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四

号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
六
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
通
知

（
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
附
則
第
二
条

の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ

る
特
定
目
的
会
社
に
よ
る
特
定
資
産
の
流
動
化
に
関
す

る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
附

則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
る
特
定
目
的
会
社
に
よ
る
特
定
資
産
の
流
動

化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
二
百
七

十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
表
第
百
二
十
六
条
第
一
項
の
項
中
「
第

二
百
二
十
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
二
百
二
十
四
条

ノ
五
第
一
項
」
を
加
え
、
同
表
第
百
三
十
八
条
ノ
十
四

に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
三
十
五
条
ノ
六
十
二
の
項
中

「
第
四
百
三
条
ニ
」
を
「
第
四
百
三
条
第
二
項
ニ
」に
、

「
第
百
六
十
六
条
」
を「
第
八
十
七
条
第
一
項
」に
、「
商

法
第
四
百
三
条
第
二
項
」
を
「
同
法
第
四
百
三
条
第
二

項
」
に
改
め
、
同
表
第
百
三
十
九
条
第
四
号
の
項
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
破
産
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年

一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
十
六
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
後
の
証
券
取
引
法
施
行
令
第
二
十
八
条
か
ら

第
二
十
九
条
の
二
ま
で
の
規
定
及
び
こ
れ
ら
の
規
定
に

係
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
破
産
法
（
以
下
「
新

破
産
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止

前
の
破
産
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
一
号
）、破
産

法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。）第
四
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
前
の
金
融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
九
十
五
号
）
又
は
整
備
法

第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
農
水
産
業
協
同
組
合

の
再
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年

法
律
第
九
十
五
号
）の
規
定
に
よ
る
破
産
の
申
立
て
は
、

新
破
産
法
の
規
定
に
よ
る
破
産
手
続
開
始
の
申
立
て
と

み
な
す
。

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

総
務
大
臣

麻
生

太
郎

法
務
大
臣

南
野
知
惠
子

財
務
大
臣

谷
垣

禎
一

文
部
科
学
大
臣

中
山

成
彬

厚
生
労
働
大
臣

尾
辻

秀
久

農
林
水
産
大
臣

島
村

宜
伸

経
済
産
業
大
臣

中
川

昭
一

国
土
交
通
大
臣

北
側

一
雄

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

通
関
業
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
六
年
十
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
三
百
十
九
号

通
関
業
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
通
関
業
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十

二
号
）
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ

の
政
令
を
制
定
す
る
。

通
関
業
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
三
十

七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
東
予
市
」
を
「
西
条
市
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

財
務
大
臣

谷
垣

禎
一

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

確
定
給
付
企
業
年
金
法
附
則
第
二
十
八
条
第
一
項
の
政

令
で
定
め
る
額
等
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
十
六
年
十
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
三
百
二
十
号

確
定
給
付
企
業
年
金
法
附
則
第
二
十
八
条
第
一
項

の
政
令
で
定
め
る
額
等
を
定
め
る
政
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平

成
十
六
年
法
律
第
百
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
確

定
給
付
企
業
年
金
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
五
十
号
）
附

則
第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

確
定
給
付
企
業
年
金
法
附
則
第
二
十
八
条
第
一
項
の
政

令
で
定
め
る
額
等
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第

二
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

確
定
給
付
企
業
年
金
法
附
則
第
二
十
八
条
第
二
項

の
政
令
で
定
め
る
額
等
を
定
め
る
政
令

第
一
条
の
見
出
し
を「（
掛
金
納
付
月
数
の
通
算
に
係
る

額
）」に
改
め
、
同
条
中
「
附
則
第
二
十
八
条
第
一
項
の
」

を
「
附
則
第
二
十
八
条
第
二
項
の
」
に
改
め
、「
得
た
額
」

の
下
に
「
の
う
ち
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
引
渡
金
額

の
範
囲
内
で
最
高
の
額
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
に

法
附
則
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を「（
そ
の
金

額
に
応
じ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
月
数
が
、
法
附
則
第
二

十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
退
職
金
共
済
契
約
の
被
共
済

者
と
な
っ
た
者
の
適
格
退
職
年
金
契
約
に
係
る
移
行
適
格

退
職
年
金
受
益
者
等
で
あ
っ
た
期
間
の
月
数
を
超
え
な
い

も
の
に
限
る
。）に
当
該
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
附
則
第
二
十
八
条
第
一
項
」
を
「
附
則
第

二
十
八
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
残
余
の
額
を
有
す
る
場
合
の
退
職
金
の
額
の
算
定
に

係
る
利
率
）

第
三
条

法
附
則
第
二
十
八
条
第
三
項
第
一
号
の
政
令
で

定
め
る
利
率
は
、中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
施
行
令（
昭

和
三
十
九
年
政
令
第
百
八
十
八
号
）
第
八
条
に
規
定
す

る
利
率
と
す
る
。
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